
　街路樹は、春には芽吹
き、夏には日陰をつくり、
秋には紅葉して市民に安
らぎと潤いをもたらして
います。しかし、根上が
りで歩道がゆがんだり、
街路灯などを隠し暗くな
るなど育ち過ぎて市民生
活に影響がでています。
　野本議員は、育ち過ぎ
た街路樹を更新して若い

樹木に変えるなど、適正管理を求めました。市は「チームをつくり、
計画を策定し対応していく」ことを約束しました。

　若葉区の玄関口であるJR都賀駅
東口ロータリーの舗装改良工事が
始まります。道路の傷が目立ち、
住民や関係者から改善の要望が寄
せられ、野本議員は市に対して早
期実現を求めてきました。

　市は大型開発を優先し、生活道路や側溝整備の予算を90億円から減
らし続け、平成20年度は45億円にまで落ち込みました。野本議員は土
木事務所予算増額に懸命に取り組み、平成23年度から増額に転じさせ、
７年間で101億円増やしました。

ＪＲ都賀駅東口ロータリーの
傷んだ舗装をなおす工事が始まります

　桜やカタクリなどで市民から親しまれて
いる泉自然公園に、ヤマユリを２万本植え
ることを提案しました。市は「ヤマユリ２
万本が咲く名所をつくります」と答えまし
た。
　野本議員はヤマユリの他に、紅葉が映え
るハゼの木を植えることや、公園入り口の
とちの木の実を使った「とち餅」作りなど、
泉自然公園の魅力向上を求めました。

市民生活への影響の改善を

土木事務所予算を
増やしてきた野本議員

生活道路を整備する

育ち過ぎた街路樹による

野本信正
（若葉区）

１工区工事
平成30年１月16～27日
２工区工事
平成30年１月24～２月10日
区画線工事など
平成30年２月13～２月22日

舗装改良が始まるＪＲ都賀駅東口ロータリー

やまゆり

ヤマユリ２万本咲く名所へ
泉自然公園の魅力向上で質問

千葉市の土木事務所予算の推移

●枯れ葉が降り注ぎ掃除が大変
●根上がりで歩道をゆがめ
　ケガ人が。
●葉っぱが街灯照明を隠し暗くする
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使用停止になっていた保育所遊具

千葉市内の街路樹

　12月議会に「使用を停止している著しく
危険な遊具」がある数か所の保育所のうち、
２か所の保育所の遊具を民間からの寄付金
で再整備する予算が計上されました。野本
議員は、市は「危険な遊具を再整備する予
算もない」としているのに、競輪場と公園
体育館の新設など約100億円もの多額の支
出をやめて、子どもたちの安全を最優先す
るように求めました。

子どもたちの安全のために
保育所の危険な遊具の交換を

●枝を切る作業が増えて
　費用が多額に。
●老木が倒れて事故に
●電線に触れて停電の被害が出る
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街路樹の育ちすぎによる被害

マンホールトイレ設置場所

マンホールトイレ組立完成後

千葉直下地震の被害想定発表　対策を提案
家屋全壊２万３千棟、死者1,110人
　千葉市が発表した市内の千葉直下地震の被害想定は深刻で、各区ごとの被
害状況はハザードマップで示されました。野本議員は「予防対策を急げ」と
質問しました。

マンホールトイレを
避難所に
　大震災の被災地では、トイレの
利用に困り、体調を崩す避難者が
出ている経験から、下水道に直結
するマンホールトイレの設置が急
がれています。避難所となる市内
171の学校のうち56校まで設置工
事が進みましたが、これでは災害
時に対応ができません。
　野本議員は「学校の大規模改造
工事と同時にマンホールトイレの
設置工事を行い、平成35年までに
全学校に設置することを提案しま
した。市は「努力する」と答えま
した。

　家具転倒による被害（上表）を軽減する
ため野本議員は、65歳以上及び障害者の家
庭に、金具取り付け料を無料で実施してい
る市の制度を広く市民に知らせて、家具転
倒防止金具設置の促進を求めました。
　市は「様々な努力をする」と答えました。

千葉市地震被害想定調査結果
家具転倒防止対策による被害軽減効果の推計

実施率

18.8％（現状）

65％

100％

死者数

140人

60人

0人

減少率

ー

57％

100％

　大工さんが自宅へ訪問し、無料（５点
まで）取り付けます。（金具は自己負担）

家具転倒防止金具
取付制度

＊65歳以上高齢者のみ世帯。
＊障害者手帳１～２級所持者のみ世帯。
＊相談は共産党市議団、野本議員事務所へ

家具転倒防止金具の取り付けで
家具転倒による死者はゼロに

千葉市と川崎市・さいたま市のごみ出し支援の状況（世帯）

高齢者、体の不自由な市民の
ごみ出し支援は「市職員で実施を」と提案

　ごみをごみステーションまで運べない高齢者や体の不自由な
人が増えています。全国の自治体でごみ出し支援が行われてい
ます。
　人口規模が近い川崎市やさいたま市は、市職員が対象となる
世帯を回ってごみを収集し、1600世帯前後のごみ出し支援を
行っています。
　千葉市はボランティア制度のため支援は65世帯です。野本議
員は「千葉市も市職員が直接行い支援を」と提案しました。

ごみ出し支援について

自治体

千葉市

川崎市

さいたま市

方式

ボランティア

直　営

直　営

支援世帯数

65世帯

1573世帯

1643世帯


